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研究の概要

当事者が被る排除／包摂を社会のシステムによる選択の結果として捉えます。当事者による記録
や証言をもとに、ある時点／場面での排除／包摂の帰結に対して遡及的にレリバントな意味連関を
たどり、組織や人格によってどのような選択がなされているかを明らかにします。それによって、
既存の法制度では特定されていない社会的に排除に対する包摂の選択肢の束を特定します。また障
害の社会モデルによって、解消が妥当な社会的排除とそれに対する帰責の対象／範囲を特定します。

セールスポイント

社会システム理論を基盤にした教育現場の排除と包摂に関する分析に強みを持っています。特に、
児童相談所業務やインクルーシブ教育の実践における具体的な課題解決策を提案可能です。また、
教育現場での多様性受容を促進するための政策提言や研修プログラムの設計において、理論と実践
を融合したアプローチを提供します。

想定される用途・応用例・活用例

・インクルーシブ教育を推進するための研修プログラムの設計と実施
・児童相談所業務の効率化と支援体制強化に向けた提案
・教育現場での排除と包摂の実態調査と改善策の提案
・多様性受容をテーマとした教育政策の立案支援
・障害学の知見を活用した地域社会での共生モデル構築の推進
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